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1997 年3 月 7 日(世界時,今後時刻は全て世界時)に伊豆半島北東部で大気山岳波によると考えられる顕著な大気
遅延水平勾配と水平座標値の系統誤差が見られた．その後，気象観測衛星の可視雲画像から，雲画像にも３月６日
23 時から７日２時頃にかけて明らかな山岳波が見られることがわかった．山岳波は３時36 分の画像では明らかに
衰退し相模湾北岸周辺のみに限定されている．このことは，２時間毎に推定した初島の大気水平勾配が０時と２時
のみ顕著であることと調和的であるとともに，一方で伊豆半島東岸の観測点では寒冷前線が通過し始めた 12 時頃
まで絶対値が減少しながらほぼ西向きの大気勾配を持ち続けたこととも調和的である． 

 
 
すでに報告したように，1997 年 3 月 7 日(世界時,今後時刻は全て世界時)に伊豆半島北東部で大気山岳波による

と考えられる顕著な大気遅延水平勾配と水平座標値の系統誤差が見られた．その後，気象観測衛星の可視雲画像か
ら，雲画像にも３月６日 23 時から７日２時頃にかけて明らかな山岳波が見られることがわかった．山岳波は３時
36 分の画像では明らかに衰退し相模湾北岸周辺のみに限定されている．このことは，２時間毎に推定した初島の
大気水平勾配が０時と２時のみ顕著であることと調和的であるとともに，一方で伊豆半島東岸の観測点では寒冷前
線が通過し始めた 12 時頃まで絶対値が減少しながらほぼ西向きの大気勾配を持ち続けたこととも調和的である． 

一方で，気象数値モデルによって定常波である山岳波の振幅と位相をほぼ再現することができた．用いたモデ
ルは気象研究所による非静水圧モデルである．しかし，観測地域周辺で特に上空の大気観測データが得られていな
いことから，初期値及び境界条件（館野のラジオゾンデによる観測値を用いた）の不正確さは避けられず，このた
めにＧＰＳ及び「ひまわり」画像で見られた雲画像から推定される山岳波と，湿潤・乾燥のピーク値の位相は大き
く異なっている． 

さらに，気象数値モデルを用いたＧＰＳ解析プログラムの大気伝播遅延量初期値の改良手法についても検討し
たので，報告する． 

本研究は，科学技術庁科学技術振興調整費「ＧＰＳ気象学」により行われた．また，国土地理院のGEONET 観測
網のデータを利用させていただいた． 


